
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
六
号
）

　
共
同
研
究
室

昭
和
五
三
年
度
第
十
一
回
研
究
会
（
一
月
十
九
日
）

▼
テ
ー
マ
　
一
般
消
費
税
導
入
を
め
ぐ
る
諾
論
点

　
報
告
者
　
加
藤
睦
夫
氏

　
報
告
要
旨
　
日
本
に
お
げ
る
一
般
的
間
接
消
費
税
の
歴
史
（
但
し
実
施

し
た
の
は
戦
後
の
取
引
高
税
の
混
乱
し
た
二
年
間
だ
げ
で
あ
っ
た
）
を
の
べ
、

ま
た
、
欧
米
に
お
い
て
一
般
的
問
接
消
費
税
が
普
遍
的
だ
と
考
え
る
の

は
あ
や
ま
り
だ
と
前
置
き
し
た
上
で
、
次
の
論
点
を
詳
論
し
た
。

　
一
　
個
別
消
費
税
と
一
般
消
費
税

　
個
別
消
費
税
が
、
著
修
的
消
費
へ
の
課
税
に
よ
り
所
得
お
よ
び
資
本

課
税
に
対
す
る
補
完
税
と
し
て
何
が
し
か
の
役
割
を
担
い
う
る
の
に
対

し
て
一
般
税
の
そ
れ
は
限
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
と
り
わ
げ
後
述
す

る
日
本
型
一
般
消
費
税
に
お
い
て
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
税
制
構
造

に
即
し
て
の
べ
た
。

　
二
　
一
般
的
問
接
消
費
税

　
一
般
税
の
も
つ
高
度
の
多
収
性
が
た
か
ん
ず
く
現
代
財
政
に
お
い
て

同
税
を
出
現
さ
せ
た
基
礎
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
、

¢
課
税
と
価
格
の
関
係
を
、
と
り
わ
げ
税
負
担
を
消
費
に
転
嫁
し
え
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
（
一
〇
五
〇
）

い
と
き
に
生
ず
る
物
価
の
動
向
に
焦
点
を
あ
て
、
い
わ
ゆ
る
一
回
限
り

の
価
格
上
昇
に
お
わ
る
可
能
性
は
少
な
い
こ
と
を
論
証
し
、
　
反
対
に

消
費
な
い
し
は
中
小
生
産
者
の
負
担
に
お
い
て
一
般
税
が
負
担
さ
れ
る

と
き
生
ず
る
不
況
の
問
題
を
の
べ
、
上
記
の
観
点
か
ら
導
入
の
時
期
が

重
要
な
間
題
と
な
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
点
に
つ
い
て
の
五
〇
年
代
前

期
経
済
計
画
な
ら
び
に
改
訂
計
画
の
導
入
戦
略
の
特
徴
を
指
摘
し
た
。

　
三
　
多
段
階
非
累
積
型
の
付
加
価
値
税
が
、
一
般
的
間
接
消
費
税
の

一
発
展
し
た
姿
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
目
本
型
付
加
価
値
税
と
し
て
の
、

今
日
提
案
さ
れ
て
い
る
一
般
消
費
税
の
、
目
本
型
の
ゆ
え
ん
、
な
ら
び

に
そ
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
概
括
し
た
。

　
¢
　
日
本
型
の
基
本
構
造

　
イ
ン
ポ
イ
ス
を
利
用
す
る
Ｅ
Ｃ
型
付
加
価
値
税
と
異
っ
て
、
日
本
型

の
そ
れ
は
、
簿
記
記
帳
の
現
状
に
制
約
さ
れ
て
、
納
税
義
務
者
に
つ
き

総
額
と
し
て
売
上
高
よ
り
仕
入
高
を
控
除
、
そ
の
結
果
に
課
税
す
る
と

い
う
課
税
形
態
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
す
た
わ
ち
企
業
税
的
性
格
を
あ

わ
せ
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
◎
課
税
べ
－
ス
が
極
度
に
広
く
、
ま
た
原
則

的
に
同
一
税
率
と
い
う
構
造
を
な
か
ん
ず
く
と
ら
ざ
る
を
え
た
い
こ
と
。

◎
商
品
ご
と
の
課
税
額
は
不
明
確
と
た
り
、
　
「
便
乗
値
上
げ
」
に
抽
車

す
る
と
と
も
に
、
反
対
に
企
業
（
い
う
ま
で
も
次
く
通
常
は
中
小
で
あ
る
）



負
担
を
ま
ね
き
や
す
く
。
◎
税
務
行
政
上
は
、
所
得
標
準
率
な
ど
を
多

用
す
る
結
果
推
計
（
お
し
っ
け
）
課
税
や
談
合
的
取
引
ぎ
の
余
地
が
大
き

く
　
◎
何
よ
り
も
こ
の
よ
う
な
日
本
型
方
式
に
よ
っ
て
、
消
費
の
吐
質

に
よ
る
差
別
課
税
が
排
除
さ
れ
、
そ
の
い
み
で
Ｅ
Ｃ
型
の
そ
れ
を
こ
え

る
、
は
げ
し
い
逆
進
課
税
を
招
来
す
る
こ
と
　
◎
あ
わ
せ
て
、
企
業
税

的
性
格
を
併
用
し
た
日
本
型
の
そ
れ
が
、
取
引
高
税
の
失
敗
を
教
訓
と

し
て
、
問
税
取
締
り
の
き
び
し
い
方
式
を
緩
和
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
付
加
す
べ
き
日
本
型
の
特
徴

　
上
記
の
基
本
構
造
に
く
わ
え
て
、
食
料
品
た
ど
産
業
都
門
、
な
ら
び

に
一
～
二
千
万
円
の
売
上
げ
を
標
準
と
す
る
非
課
税
規
定
に
つ
い
て
一
一
．
口

及
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
非
課
税
規
定
が
い
わ
ゆ
る
ゼ

ロ
税
率
で
は
な
く
、
か
二
る
規
定
に
も
か
上
わ
ら
ず
消
費
課
税
の
目
的

の
大
部
分
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
、
こ
の
点
は
当
然
に
注
意
を
要
す
る
こ

と
と
し
て
、
右
の
よ
う
な
緩
和
規
定
が
、
何
を
お
い
て
も
日
本
型
一
般

消
費
税
の
逆
進
負
担
の
き
び
し
さ
を
緩
和
す
る
、
あ
る
い
は
せ
ざ
る
を

え
な
い
絡
果
に
も
と
ず
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
目
せ
ね
ぱ

な
る
ま
い
。
も
ち
ろ
ん
、
中
小
零
細
企
業
の
厚
い
層
を
抱
え
る
日
本
経

済
の
特
質
が
右
の
よ
う
た
緩
和
措
置
を
必
然
と
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で

　
　
　
　
共
同
研
究
室

も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
。

　
四
　
補
　
　
　
足

　
一
般
消
費
税
の
税
率
は
、
改
訂
経
済
計
画
に
お
い
て
も
継
続
的
な
引

上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
の
べ
た
上
で
、
特
に
地
方
財
政
に
お

け
る
導
入
に
伴
う
間
題
点
を
、
物
価
上
昇
に
伴
う
支
出
増
が
巨
額
に
の

ぽ
る
こ
と
（
こ
の
点
は
国
の
財
政
に
１
お
い
て
も
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
）
、
　

間
接
消
費
税
の
統
合
と
中
央
集
中
が
劇
的
に
進
行
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
以
上
二
点
に
概
括
し
て
の
べ
た
。

　
　
（
た
お
、
時
間
の
関
係
上
報
告
は
一
般
消
費
税
の
固
有
の
租
税
論
に
止
め
ざ

　
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
質
問
と
討
議
が
、
広
く
財
政
お
よ
び
経
済
論
の
範
囲

　
に
及
ん
だ
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
い
わ
ね
ぱ
た
る
ま
い
。
）

一
三
三
（
一
〇
五
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
六
号
）

▼
本
年
度
（
昭
和
五
三
年
四
月
～
五
四
年
三
月
）
会
員
が
本
誌
以
外
に
発
表

し
た
業
績
は
っ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
た
だ
し
※
の
っ
い
た
も
の
は
昨

年
度
の
業
績
で
あ
る
。

　
足
立
政
男

　
「
顧
客
サ
ー
ビ
ス
に
徹
せ
よ
」

　
「
事
業
最
大
の
資
産
は
人
」

　
「
厳
し
く
育
成
さ
れ
る
後
継
者
」

　
「
経
営
者
最
大
の
仕
事
は
人
材
確
保
」

　
「
人
づ
く
り
こ
そ
企
業
づ
く
り
」

　
「
不
確
定
時
代
を
乗
り
切
る
秘
訣
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
）

　
「
老
舗
の
家
訓
か
ら
見
た
企
業
永
続
の
秘
訣
１
、
皿
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（

　
　
　
田
辺
経
営
く
経
営
速
報
Ｖ
　
第
五
七
二
号
～
五
九
三
号

　
「
京
菓
子
」

　
「
京
友
禅
」

　
「
京
扇
子
」

　
　
　
『
京
の
云
統
と
文
様
』
第
二
巻
・
第
三
巻
・
第
四
巻
所
収

　
　
　
　
　
　
美
乃
美
杜
昭
和
五
三
年
五
月
、
八
月
、
十
一
月

上
野
俊
樹

※
「
現
実
性
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
（
一
〇
五
二
）

　
　
　
鈴
木
茂
他
編
『
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
入
門
』
所
収

　
　
　
　
　
　
有
斐
閣
　
昭
和
五
三
年
三
月

　
「
〈
古
典
研
究
〉
エ
ソ
ゲ
ル
ス
『
反
デ
ュ
ー
リ
ソ
グ
論
』
２
、
経

　
済
学
」
（
角
田
氏
と
の
共
同
論
文
）

　
　
　
〈
経
済
Ｖ
　
昭
和
五
三
年
九
月

岡
崎
栄
松

　
「
書
評
・
重
田
澄
男
著
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
方
法
論
』
」

　
　
　
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
く
経
済
研
究
Ｖ
　
第
二
九
巻
第
二
号

小
野
　
進

※
「
読
書
ノ
ー
ト
・
金
思
榿
著
・
矢
吹
晋
訳
『
思
想
の
積
木
　
　
毛

　
沢
東
思
想
の
内
容
と
形
式
』
」

　
　
　
〈
龍
渓
Ｖ
昭
和
五
三
年
一
月

角
田
修
一

　
「
〈
古
典
研
究
〉
エ
ソ
ゲ
ル
ス
『
反
デ
ュ
ー
リ
ソ
グ
論
』
２
、
経

　
済
学
」
（
上
野
氏
と
の
共
同
論
文
）

　
　
　
〈
経
済
Ｖ
　
昭
和
五
三
年
九
月

　
「
資
本
の
蓄
積
過
程
」

　
島
恭
彦
監
修
『
講
座
現
代
経
済
学
皿
「
資
本
論
」
と
現
代
経
済
似
』

　
第
六
章
所
収



　
　
　
　
　
　
青
木
書
店
　
昭
和
五
三
年
十
二
月

後
藤
　
靖

　
『
日
本
近
現
代
史
辞
典
』
（
共
同
編
集
）

　
　
　
　
　
　
東
洋
経
済
新
報
杜
　
昭
和
五
三
年
四
月

『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
』

　
　
　
　
　
　
有
斐
閣
　
昭
和
五
四
年
三
月

坂
本
和
一

　
「
読
書
ノ
ー
ト
・
中
村
静
治
著
『
技
術
論
入
門
』
」

　
　
　
　
　
　
〈
現
代
と
思
想
Ｖ
　
第
三
二
号

　
『
現
代
巨
大
企
業
と
独
占
』

　
　
　
　
　
　
青
木
書
店
　
昭
和
五
三
年
九
月

　
「
現
代
企
業
グ
ル
ー
プ
論
の
展
開
方
向
」

　
　
　
　
　
　
〈
現
代
と
思
想
Ｖ
　
第
三
五
号

塩
田
庄
兵
衛

　
、
９
茎
◎
旨
巴
篶
望
◎
囚
量
号
－
Ｐ
毒
き
睾
◎
毫
Ｏ
旨
９
け
○
；
亭
Ｈ

　
－
君
ｓ
巴
ｏ
ｏ
、
弓
◎
昌
¢
Ｈ
（
編
集
）

　
　
　
　
　
１

　
　
　
－
ｏ
の
向
畠
巨
◎
ｂ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｑ
Ｈ
蒜
『
窃
勺
四
ユ
ｏ
◎
Ｈ
０
べ
◎
◎
．
ｐ

　
「
労
働
組
合
と
国
民
闘
争
　
　
総
評
高
野
時
代
の
経
験
か
ら
」

労
働
旬
報
杜
く
労
働
運
動
史
研
究
Ｖ
　
第
六
一
号

　
　
　
共
同
研
究
室

　
「
労
働
運
動
と
協
同
組
合
運
動
」

　
　
　
坂
寄
俊
雄
編
『
生
活
協
同
組
合
と
現
代
杜
会
』
所
収

　
　
　
　
　
　
法
律
文
化
杜
昭
和
五
三
年
十
一
月

　
『
近
代
の
波
溝
と
人
物
像
』
（
共
著
）

　
　
　
　
　
　
新
日
本
出
版
杜
　
昭
和
五
四
年
二
月

　
『
日
本
杜
会
運
動
人
名
辞
典
』
（
編
集
代
表
）

　
　
　
　
　
　
青
木
書
店
昭
和
五
四
年
二
月

清
水
貞
俊

　
「
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
発
展
と
地
域
経
済
統
合
」

　
　
　
片
山
謙
二
編
く
セ
、
ミ
ナ
ー
世
界
経
済
の
常
識
Ｖ

　
　
　
　
　
　
日
本
評
論
杜
　
昭
和
五
三
年
十
二
月

戸
木
田
嘉
久

※
「
日
本
経
済
の
現
局
面
と
労
働
組
合
運
動
」

　
　
　
　
　
　
〈
経
済
Ｖ
　
昭
和
五
三
年
二
月

※
「
占
領
下
の
国
家
権
力
」

　
　
　
『
日
本
史
ｑ
◎
玩
代
』
所
収

　
　
　
　
　
　
有
斐
閣
　
昭
和
五
三
年
三
月

　
「
統
一
戦
線
と
杜
会
保
障
闘
争
」

　
　
　
『
杜
会
保
障
と
人
権
』
所
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
（
一
〇
五
三
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
六
号
）

　
　
　
　
同
文
館
昭
和
五
三
年
五
月

「
民
主
的
経
済
政
策
の
基
本
的
性
格
と
労
働
者
階
級
」

　
　
『
大
企
業
の
営
業
秘
密
』
所
収

　
　
　
　
新
目
本
出
版
杜
昭
和
五
三
年
五
月

「
資
本
主
義
の
経
済
諸
法
則
と
現
代
の
貧
困
化
」

　
　
　
　
〈
経
済
Ｖ
昭
和
五
三
年
九
月

↓
経
済
的
民
主
主
義
と
協
同
組
合
運
動
」

　
　
『
生
活
協
同
組
合
と
現
代
杜
会
』
所
収

　
　
　
　
法
律
文
化
杜
　
昭
和
五
三
年
十
二
月

一
三
六
（
一
〇
五
四
）




